
 

●開催概要 

開催日 平成 26年 11 月 29日（土） 

開催時間 午前 10時～午後 0時 30 分 

会場 山科区役所大会議室 

出席者数 ３0名 

プログラム 

午前 10 時～ 
趣旨と進め方の説明 
事務局から，やましなＧＯＧＯカフェの目的や，今日の進め方について説明しました。 

午前 10 時 5 分～ 

自己紹介からはじめましょう 
コミュニケーションカード（カタルタ）を使い，参加者同士で自己紹介をしました。 

  

午前 10 時 20 分～ 

ホームルームの時間①〜気になる木になる山科〜 
各テーブルで，「山科のここが好き」，「山科のここが気になる・ほっとけない」，「山科のこの

魅力を活かしたい」など，今参加者が山科のことで気になっていることを話し合いました。 

  

午前 10 時 40 時～ 

話したいテーマを出そう 
他の参加者と話し合いたいテーマを考え，発表し合いました。（計１０テーマ） 

  

午前 11 時～ 

ＧＯＧＯカフェ談義〜テーマに集ってカフェ談義～×２ラウンド 
発表を聞き，関心を持ったテーマに集い，そのテーマについて話し合いました。 

 

 

 

 

 

午後 0 時 5 分～ 
ホームルームの時間②～今日のふりかえり～ 
「本日の収穫帳」に記入し，自分で今日の成果を振り返ったあと，収穫帳の内容をテーブルの

参加者と共有し合いました。 

午後 0 時 20 分～ 
おわりに 

参加者にマイクを渡しイベント紹介の時間を設けました。 

 

第４回 開催報告書 



●ＧＯＧＯカフェ談義のテーマと主な内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※①と③のテーマは，継続テーマとして事前にテーマを募集し，GOGOカフェ談義(話し合い)を行いました。   

①と③のテーマとも，今回に引き続き，第６回にも同じ内容で話し合いが行われる予定です。 

 

 

●今後の予定  皆様御予定ください。 

第５回  平成 27年１月２２日（木） 午後７時～午後９時３０分 

第６回  平成 27年３月  ８日（日） 午前１０時～午後０時３０分 

     （継続テーマ：「まちの居場所」づくり・山科名物○○(例えば山科風たこやき)とい  

        えるような食べものの創作） 

       

平日の夕方開催です。 

日曜日の午前中開催です。 

① 「まちの居場所」づくり 

 居場所に関する区内のニーズを把握することが，よりよい

居場所づくりにつながるのでは。 

 まずはターゲットを特定せず，集える人が集える場を作っ

てはどうか。 

 障がいがある人，ない人，高齢者，未就学児が互いに交流

できる場に。 

③ 山科名物○○(例えば山科風たこやき)とい  

   えるような食べものの創作 

 区内の他のイベント（山科区 40周年記念事業）や

活動とタイアップしながら創作してはどうか。 

 名物を作って終わりではなく，作るまでのプロセス

を大切に。 

④ お米と塩のこと もっと知りたい！ 

 お米を炊く鍋の種類によってもお米の味は大きく

変わる。 

 おばあちゃんの握ったおにぎりは美味しい！ 

 ご飯でＢＢＱがしたい！ 

⑤ 地域での人と人とのつながりをつくるに   
  は 
 まずは，御近所同士のあいさつ，声掛け，仲良しに

なることが大切。 

 より地域な地域でのつながりづくり，コミュニティ

づくりが必要。 

⑥ 山科で子育てイベントをしたい！ 

 山科を子育てナンバーワンの地域にしたい。 

 子育てのネットワークは，子育てに悩む母親たちの

支えになる。 

⑦ ♥婚活♥ 
 BBQなど，男女での共同作業をプログラムに組み入れてはどうか。 

 50代・60代を対象とする年齢層が高いイベントを開催し

てはどうか。 

 多くの集客を図るために，コンビニやスーパーにチラシを

配架する。 

⑨ 山科人が心から楽しめるイベントを！ 

 ～2016 年山科区誕生 40 年を区民で楽しむ～ 

 40にこだわった企画アイデアについて(山科の活動 40 ブ

ース大集合，山科の音楽家 40 人数珠つなぎ，４０の山科

フードなど)。 

 イベント実施は，山科“きずな”支援事業として区役所にお

墨付きをもらい，また，区内の商店街に協力を依頼したい。 

⑩ 整体くらしを推奨する「小町の会」のイベ 

   ントへの協力をお願いします！ 

 区内のお寺で開催する１日健康イベントへの協力

のお願い，協賛金募集について。 

⑪ 山科区内の「空き家」の有効活用を考えよ   

  う。 
 区内の空き家の活用方法を考え，貸し手と借り手を

のコーディネート役の「もてなすクラブ」を結成する。 

 まずは，区内の空き家状況の調査が必要。 

 貸したい人・借りたい人が本当にいるのか？ 

→期間限定であれば貸せる空き家があるのではないか。 

⑫ もっと気軽にものづくりできる環境をつ  

  くりたい！ 
 カラオケボックスのような，騒音を気にせず，また，仕事帰りの

サラリーマンが気軽に利用できる環境がよいのでは。 

 利用者と技術を教えてくれる人や職人さんとをつなぐことも必要。 

 工房だけでなく，コ・ワーキングのようなコミュニティと合わせ

られたら面白い。 


